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機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースで、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされて

いるとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://tools.cisco.com/bugsearch/の
Bug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。
このモジュールに記載されている機能の詳細、および各機能がサポートされているリリースのリ

ストについては、「新規および変更された情報（New and Changed Information）」の章または以下
の「機能の履歴」表を参照してください。
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MQC について
MQCは、QoSポリシーを定義するための言語を提供します。

MQCコマンドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Quality of Service Command
Reference』を参照してください。

QoSポリシーは次の 3つの手順を使用して設定します。

1 トラフィッククラスを定義します。

2 各トラフィッククラスにポリシーおよびアクションをアソシエートします。

3 ポリシーを論理または物理インターフェイス、および VLANに付加します。

MQCではトラフィッククラスとポリシーを定義するための 3種類のコマンドが提供されていま
す。

• class-map：パケット一致基準に基づいてトラフィックのクラスを表すクラスマップを定義し
ます。クラスマップはポリシーマップ内で参照されます。

class-map type qos match-allコマンドを入力して QoSクラスマップに match
allを設定する場合、match-allオプションは機能しません。代わりに、一致基
準は常に match anyとして扱われます。

（注）

• table-map：あるパケットフィールド値のセットから別のパケットフィールド値のセットへ
のマッピングを表すテーブルマップを定義します。テーブルマップはポリシーマップ内で

参照されます。

• policy-map：クラス単位でクラスマップに適用するポリシーのセットを表すポリシーマップ
を定義します。

クラスマップおよびポリシーマップを作成するときに、次のオブジェクトタイプを定義します。

• network qos：ネットワーク全体（スイッチおよび VDC全体）の CoSプロパティの特性を定
義します。

• qos：マーキングおよびポリシングに使用できるMQCオブジェクトを定義します。

•キューイング：キューイングおよびスケジューリングに使用できるMQCオブジェクトを定
義します。

デフォルトは qosタイプです。（注）

service-policyコマンドを使用して、ポリシーをポート、ポートチャネル、VLAN、サブインター
フェイス、またはトンネルに付加できます。
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ファブリックエクステンダ（FEX）インターフェイスでは、タイプ qosポリシーのみを設定でき
ます。ただし、FEX外部インターフェイスに設定されているアクセスコントロールリスト（ACL）
と一致するクラスを参照するタイプ qosポリシーは設定できません。

タイプキューイングポリシーは現在、FEXインターフェイスでサポートされていません。

show table-map、show class-map、show policy-mapの各コマンドを使用すると、MQCオブジェク
トのすべての値または個々の値を表示できます。

インターフェイスコンフィギュレーションモードでは、インターフェイスがホストとなって

いるラインカードがアップしているか、ダウンしているかに関係なく、CiscoNexus7000シリー
ズスイッチは QoSおよび ACLコマンドを受け入れます。ただし、ラインカードがダウンし
ている場合は、Cisco Nexus 7000シリーズスイッチが事前設定情報をどれも受け入れないた
め、インターフェイスサブモードにはできません。

注意

ライセンスの要件
QoS機能にライセンスは必要ありません。ライセンスパッケージに含まれていない機能はすべて
Cisco NX-OSシステムイメージにバンドルされており、追加費用は一切発生しません。

仮想デバイスコンテキスト（VDC）の使用には Advanced Servicesライセンスが必要です。

NX-OSライセンス方式の詳細については、『Cisco NX-OS LicensingGuide』を参照してください。

MQC オブジェクトの使用
QoSポリシーとキューイングポリシーを設定するには、MQCのクラスマップ、ポリシーマッ
プ、テーブルマップの各オブジェクトを使用します。キューイングポリシーの中でテーブルマッ

プを使用することはできません。クラスマップとポリシーマップを設定したら、各タイプのポ

リシーマップを 1つ、インターフェイスのそれぞれの入力および出力方向に付加できます。以下
の図に、各インターフェイスで定義できる最大QoSとキューイングポリシーの一覧を示します。

図 1：インターフェイスあたりの QoS ポリシーの最大数
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ポリシーマップには、QoSポリシーまたはキューイングポリシーのいずれかが含まれます。ポ
リシーマップからは、トラフィッククラスを表すクラスマップの名前を参照します。トラフィッ

クの各クラスについて、デバイスはユーザが選択したインターフェイスまたはVLANにポリシー
を適用します。

パケットとトラフィックのクラスが、1番目のトラフィッククラス定義から順に照合されます。
一致するものが見つかった場合は、そのクラスのポリシーアクションがパケットに適用されま

す。

予約済みのクラスマップはタイプqosポリシー内の一致しないすべてのトラフィックを受け取り、
デバイスは他のすべてのトラフィッククラスと同様にポリシーアクションを適用します。変換

を実行する場合は class-defaultを使用します（変換は、トラフィックを分類する前にパケットヘッ
ダー内の QoS値を変換する方式です）。

ユーザ定義のMQCオブジェクトには、それらが作成されたVDCからだけアクセスできます。
システム定義のMQCオブジェクトには、すべての VDCからアクセスできます。

（注）

タイプ qos ポリシー
タイプ qosポリシーは、パケットのマーキング、変換の適用、入力ポートの信頼状態の設定、お
よびポリシングに使用します。
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以下の図に、タイプ qosの関連するMQCオブジェクトが含まれている、変換を伴わない QoSポ
リシー構造を示します。

図 2：変換を伴わないタイプ qos の MQC オブジェクトの使用を示す QoS ポリシーの図

MQCオブジェクトは太字で示しています。（注）
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以下の図に、変換を伴う QoSポリシー構造を示します。

図 3：変換を伴うタイプ qos の MQC オブジェクトの使用を示す QoS ポリシーの図

MQCオブジェクトは太字で示しています。（注）

タイプキューイングポリシー

タイプキューイングポリシーは、パケットのマーキング、シェーピング、およびキューイングに

使用します。マーキングはサービスクラス（CoS）フィールドに制限されています。マーキング
ではテーブルマップの使用はサポートされていません。

以下の図に、タイプキューイングの関連するMQCオブジェクトが含まれている QoSポリシー構
造を示します。MQCオブジェクトは太字で示しています。
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タイプキューイングのポリシーでMQCテーブルマップオブジェクトを使用することはでき
ません。

（注）

図 4：タイプキューイングの MQC オブジェクトの使用を示す QoS ポリシーの図

これらのパラメータの設定の詳細については、「キューイングおよびスケジューリング」を参

照してください。

（注）
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システム定義の MQC オブジェクト

以下の表に示すシステム定義のMQCオブジェクトはデフォルトです。これらの値はすべて、
全 VDCに対して適用されます。

（注）

ユーザが QoS機能を設定する場合、およびシステムがMQCオブジェクトを要求する場合に、シ
ステム定義オブジェクトの 1つを使用できます。以下の表に、システム定義のMQCオブジェク
トを示します。

表 1：システム定義の MQC オブジェクト

説明Table

タイプ qosクラスマップシステム定義のタイプ qosクラスマップ

タイプキューイングクラスマップシステム定義のタイプキューイングクラスマッ

プ

テーブルマップシステム定義のテーブルマップ

ポリシーマップシステム定義のキューイングポリシーマップ

以下の表に、システムによって定義されているタイプ qosクラスマップの一覧を示します。

conform-color-in、conform-color-out、exceed-color-in、または exceed-color-outクラスマップをポ
リシーマップ内で参照することはできません。

（注）

表 2：システム定義のタイプ qos クラスマップ

説明クラスマップ名

タイプ qosポリシーマップで定義したトラ
フィッククラスの基準のどれにも一致しないパ

ケットがすべて割り当てられる、タイプ qosク
ラスマップ。 class-defaultは変換に使用できま
す。

class-default

入力方向のタイプ qos適合カラークラスマッ
プ。このカラー対応のクラスマップにより、

ポリサーが適合アクションに対してカラー対応

になります。

conform-color-in
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説明クラスマップ名

出力方向のタイプ qos適合カラークラスマッ
プ。このカラー対応のクラスマップにより、

ポリサーが適合アクションに対してカラー対応

になります。

conform-color-out

入力方向のタイプ qos超過カラークラスマッ
プ。このカラー対応のクラスマップにより、

ポリサーが超過アクションに対してカラー対応

になります。

exceed-color-in

出力方向のタイプ qos超過カラークラスマッ
プ。このカラー対応のクラスマップにより、

ポリサーが超過アクションに対してカラー対応

になります。

exceed-color-out

以下の表に、システムによって定義されているタイプキューイングクラスマップの一覧を示し

ます。

表 3：システム定義のタイプキューイングクラスマップ

デフォルト CoS 値説明クラスマップキュー名

1ギガビットモジュール入力：2つのキュー、キューあたり 4つのしきい値

5～72q4tタイプの入力キュー 12q4t-in-q1

0～42q4tタイプの入力デフォルト
キュー

2q4t-in-q-default

1ギガビットモジュール出力：1つの完全プライオリティキューと 3つの標準キュー、キュー
あたり 4つのしきい値

5～71p3q4tタイプの出力プライオリ
ティキュー

1p3q4t-out-pq1
1

—1p3q4tタイプの出力キュー 21p3q4t-out-q2

—1p3q4tタイプの出力キュー 31p3q4t-out-q3

0～41p3q4tタイプの出力デフォルト
キュー

1p3q4t-out-q-default

10ギガビットモジュール入力：8つのキュー、キューあたり 2つのしきい値
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デフォルト CoS 値説明クラスマップキュー名

5～78q2tタイプの入力キュー 18q2t-in-q1

—8q2tタイプの入力キュー 28q2t-in-q2

—8q2tタイプの入力キュー 38q2t-in-q3

—8q2tタイプの入力キュー 48q2t-in-q4

—8q2tタイプの入力キュー 58q2t-in-q5

—8q2tタイプの入力キュー 68q2t-in-q6

—8q2tタイプの入力キュー 78q2t-in-q7

0～48q2tタイプの入力デフォルト
キュー

8q2t-in-q-default

10ギガビットモジュール出力：1つの完全プライオリティキューと 7つの標準キュー、キュー
あたり 4つのしきい値

5～71p7q4tタイプの出力プライオリ
ティキュー

1p7q4t-out-pq1
1

—1p7q4tタイプの出力キュー 21p7q4t-out-q2

—1p7q4tタイプの出力キュー 31p7q4t-out-q3

—1p7q4tタイプの出力キュー 41p7q4t-out-q4

—1p7q4tタイプの出力キュー 51p7q4t-out-q5

—1p7q4tタイプの出力キュー 61p7q4t-out-q6

—1p7q4tタイプの出力キュー 71p7q4t-out-q7

0～41p7q4tタイプの出力デフォルト
キュー

1p7q4t-out-q-default

1これらはプライオリティキューまたは標準キューのいずれかです。 priorityキーワードを設定で
使用した場合は、これらのキューがプライオリティキューとして使用されます。それ以外の場合

は、標準キューとして使用されます。
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以下の表に、システムによって定義されているテーブルマップの一覧を示します。テーブルマッ

プ内の値のデフォルトのマッピングは Request For Comments（RFC）2597で規定されています。
これらのテーブルマップは設定可能ではありません。

表 4：システム定義のテーブルマップ

説明テーブルマップ名

認定情報レート（CIR）を超えるパケットのマー
クダウンに使用されるテーブルマップ

デフォルトのマッピングを表示する

には、show table-mapコマンドを入
力します。

（注）

cir-markdown-map

最大情報レート（PIR）に違反するパケットの
マークダウンに使用されるテーブルマップ

デフォルトのマッピングを表示する

には、show table-mapコマンドを入
力します。

（注）

pir-markdown-map

CoS値を廃棄クラス値にマッピングするのに使
用されるテーブルマップ

cos-discard-class-map

CoS値を DiffServコードポイント（DSCP）値
にマッピングするのに使用されるテーブルマッ

プ

cos-dscp-map

CoS値を優先順位値にマッピングするのに使用
されるテーブルマップ

cos-precedence-map

DSCP値を CoS値にマッピングするのに使用さ
れるテーブルマップ

dscp-cos-map

DSCP値を優先順位値にマッピングするのに使
用されるテーブルマップ

dscp-precedence-map

DSCP値を廃棄クラス値にマッピングするのに
使用されるテーブルマップ

dscp-discard-class-map

優先順位値をDSCP値にマッピングするのに使
用されるテーブルマップ

precedence-dscp-map

優先順位値をCoS値にマッピングするのに使用
されるテーブルマップ

precedence-cos-map

優先順位値を廃棄クラス値にマッピングするの

に使用されるテーブルマップ

precedence-discard-class-map
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説明テーブルマップ名

廃棄クラス値をCoS値にマッピングするのに使
用されるテーブルマップ

discard-class-cos-map

廃棄クラス値を優先順位値にマッピングするの

に使用されるテーブルマップ

discard-class-prec-map

廃棄クラス値をDSCP値にマッピングするのに
使用されるテーブルマップ

discard-class-dscp-map

以下の表に、システムによって定義されているポリシーマップの一覧を示します。

表 5：システム定義のキューイングポリシーマップ

説明キューイングポリシーマップ名

キューイングポリシーマップを適用しないす

べてのモジュールポートに付加される入力

キューイングポリシーマップ。デフォルトの

設定値は次のとおりです。

policy-map type queuing default-in-policy

class type queuing in-q1

queue-limit percent 50

bandwidth percent 80

class type queuing in-q-default

queue-limit percent 50

bandwidth percent 20

default-in-policy
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説明キューイングポリシーマップ名

キューイングポリシーマップを適用しないす

べてのモジュールポートに付加される出力

キューイングポリシーマップ。デフォルトの

設定値は次のとおりです。

policy-map type queuing default-out-policy

class type queuing out-pq1

priority level 1

queue-limit percent 16

class type queuing out-q2

queue-limit percent 1

class type queuing out-q3

queue-limit percent 1

class type queuing out-q-default

queue-limit percent 82

bandwidth remaining percent 25

default-out-policy

MQC オブジェクトの設定
MQCオブジェクトコマンドを指定すると、デバイスは、オブジェクトが存在しない場合にオブ
ジェクトを作成し、それからマップモードを開始します。

クラスマップ、テーブルマップ、またはポリシーマップオブジェクトを削除するには、オブジェ

クトの作成に使用したコマンドの no形式を使用します。

MQCオブジェクトモードで使用できるコマンドについては、設定に関する次の各章を参照して
ください。

•分類の設定

•マーキングの設定

•変換マッピングの設定

•ポリシングの設定

•キューイングおよびスケジューリングの設定

クラスマップの設定または変更

クラスマップを作成または変更できます。以降は、クラスマップをポリシーマップで参照でき

るようになります。
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キューイングクラスマップは作成できません。表 3：システム定義のタイプキューイングク
ラスマップ, （9ページ）に示したいずれかのシステム定義のキューイングクラスマップ
を使用する必要があります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

タイプ qosのクラスマップを作成するか、タイプ qos
のクラスマップにアクセスし、クラスマップqosモー

switch(config)# class-map
[type qos] [match-any |
match-all] class-map-name

ステップ 2   

ドを開始します。クラスマップ名には、アルファベッ

ト、ハイフン、またはアンダースコア文字を含めるこ

とができます。クラスマップ名は大文字と小文字が区

別され、最大 40文字まで設定できます。

class-map type qosmatch-allコマンドを入力し
て QoSクラスマップにmatch allを設定する
場合、match-allオプションは機能しません。
代わりに、一致基準は常にmatch anyとして
扱われます。

（注）

クラスマップ qosモードを終了し、グローバルコン
フィギュレーションモードを開始します。

switch(config-cmap-qos)# exitステップ 3   

（任意）

システム定義のカラーマップのいずれかについて、タ

イプqosのクラスマップにアクセスし、カラーマップ
モードを開始します。

switch(config)# class-map
[type qos] {conform-color-in
| conform-color-out |
exceed-color-in |
exceed-color-out}

ステップ 4   

このコマンドは、カラー対応のポリシングが

必要な場合にだけ使用します。

（注）

カラーマップモードを終了し、グローバルコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

switch(config-color-map)# exitステップ 5   

タイプキューイングのクラスマップを作成するか、

タイプキューイングのクラスマップにアクセスし、

switch(config)# class-map type
queuing match-any
{class-queuing-name |WORD}

ステップ 6   

クラスマップキューイングモードを開始します。ク

ラスキューイング名については、表 3：システム定義
のタイプキューイングクラスマップ, （9ページ）
を参照してください。
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目的コマンドまたはアクション

WORDの一致は、階層型クラスマップを定
義するために使用されます。引数WORD
は、Fシリーズモジュールでのみサポート
されます。

（注）

クラスマップキューイングモードを終了し、グロー

バルコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-cmap-que)# exitステップ 7   

（任意）

設定済みのすべてのタイプ qosのクラスマップ、また
は選択したタイプ qosのクラスマップについて情報を
表示します。

switch(config)# show
class-map [type qos]
[class-map-name |
conform-color-in |
conform-color-out |

ステップ 8   

exceed-color-in |
exceed-color-out]

（任意）

設定済みのすべてのタイプキューイングのクラスマッ

プ、または選択したタイプキューイングのクラスマッ

switch(config)# show
class-map type queuing
[class-queuing-name]

ステップ 9   

プについて、情報を表示します。クラスキューイン

グ名については、表 3：システム定義のタイプキュー
イングクラスマップ, （9ページ）を参照してくだ
さい。

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレーショ

ンに保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 10   

テーブルマップの設定または変更

ポリシーマップ内で参照できるテーブルマップを作成または変更できます。テーブルマップの

設定については、「マーキングの設定」を参照してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

テーブルマップを作成するか、テーブルマップに

アクセスし、テーブルマップモードを開始しま

switch(config)# table-map
table-map-name

ステップ 2   

す。テーブルマップ名には、アルファベット、ハ
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目的コマンドまたはアクション

イフン、またはアンダースコア文字を含めること

ができます。テーブルマップ名は大文字と小文字

が区別され、最大 40文字まで設定できます。

テーブルマップモードを終了し、グローバルコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-tmap)# exitステップ 3   

システム定義のマークダウンテーブルマップのい

ずれかにアクセスし、マークダウンマップモード

を開始します。

switch(config)# table-map
{cir-markdown-map |
pir-markdown-map}

ステップ 4   

テーブルマップモードを終了し、グローバルコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config-mrkdwn-map)#
exit

ステップ 5   

（任意）

設定済みのすべてのテーブルマップ、または選択

したテーブルマップについて情報を表示します。

switch(config)# show table-map
[table-map-name |
cir-markdown-map |
pir-markdown-map}

ステップ 6   

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレー

ションに保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 7   

ポリシーマップの設定または変更

ポリシーマップを作成または変更できます。ポリシーマップを使用して、クラスマップに対し

て実行するアクションを定義できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

タイプ qosのポリシーマップを作成するか、タイ
プ qosのポリシーマップにアクセスし、ポリシー

switch(config)# policy-map [type
qos] [match-first]
{qos-policy-map-name |
qos-dynamic}

ステップ 2   

マップモードを開始します。ポリシーマップ名

は、最大 40文字の英字、ハイフン、または下線文
字を使用でき、大文字と小文字が区別されます。
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目的コマンドまたはアクション

ポリシーマップモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードを開始します。

switch(config-tmap)# exitステップ 3   

タイプキューイングのポリシーマップを作成する

か、タイプキューイングのポリシーマップにアク

switch(config)# policy-map type
queuing [match-first]
{queuing-policy-map-name |
qos-dynamic}

ステップ 4   

セスし、ポリシーマップモードを開始します。ポ

リシーマップ名を指定できます。ポリシーマップ

名は、最大 40文字の英字、ハイフン、または下線
文字を使用でき、大文字と小文字が区別されます。

ポリシーマップモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードを開始します。

switch(config-tmap)# exitステップ 5   

（任意）

設定済みのすべてのタイプqosのポリシーマップ、
または選択したタイプ qosのポリシーマップにつ
いて情報を表示します。

switch(config)# showpolicy-map
[type qos] [policy-map-name |
qos-dynamic]

ステップ 6   

（任意）

設定済みのすべてのタイプキューイングのポリシー

マップ、または選択したタイプキューイングのポ

リシーマップについて、情報を表示します。

switch(config)# showpolicy-map
type queuing [policy-map-name
| qos-dynamic]

ステップ 7   

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレー

ションに保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 8   

MQC オブジェクトへの説明の適用
descriptionコマンドを使用すると、MQCオブジェクトに説明を追加できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレー

ションモードを開始します。

switch# configure terminalステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

説明オプションステップ 2   

クラスマップを作成するか、

クラスマップにアクセスし、

クラスマップモードを開始

します。クラスマップ名に

は、アルファベット、ハイフ

ン、またはアンダースコア文

字を含めることができます。

クラスマップ名は大文字と小

文字が区別され、最大 40文
字までの英数字を設定できま

す。

class-map [type qos]
[match-any |
match-all]
class-map-name

テーブルマップを作成する

か、テーブルマップにアクセ

スし、テーブルマップモー

ドを開始します。テーブル

マップ名には、アルファベッ

ト、ハイフン、またはアン

ダースコア文字を含めること

ができます。クラスマップ名

は大文字と小文字が区別さ

れ、最大 40文字まで設定で
きます。

table-map
table-map-name

ポリシーマップを作成する

か、ポリシーマップにアクセ

スし、ポリシーマップモー

ドを開始します。ポリシー

マップ名には、アルファベッ

ト、ハイフン、またはアン

ダースコア文字を含めること

ができます。ポリシーマップ

名は大文字と小文字が区別さ

れ、最大 40文字まで設定で
きます。

policy-map [type qos]
[match-first]
{qos-policy-map-name
| qos-dynamic}

説明文字列をMQCオブジェク
トに追加します。説明には最大

switch(config-cmap)# description stringステップ 3   

200文字の英数字を使用できま
す。
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目的コマンドまたはアクション

システム定義のキュー

イングクラスマップ

の説明を変更すること

はできません。

（注）

テーブルマップモードを終了

し、グローバルコンフィギュ

switch(config-cmap)# exitステップ 4   

レーションモードを開始しま

す。

（任意）

実行中の設定をスタートアップ

コンフィギュレーションに保存

します。

switch(config)# copy running-config startup-configステップ 5   

MQC オブジェクトの確認
MQCオブジェクトの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

目的コマンド

設定済みのすべてのタイプ qosのクラスマッ
プ、または選択したタイプ qosのクラスマップ
について情報を表示します。

show class-map [type qos] [class-map-name |
conform-color-in | conform-color-out |
exceed-color-in | exceed-color-out]

設定済みのすべてのタイプキューイングのクラ

スマップ、または選択したタイプキューイン

グのクラスマップについて、情報を表示しま

す。クラスキューイング名については、表3：
システム定義のタイプキューイングクラスマッ

プ, （9ページ）を参照してください。

show class-map type queuing [class-queuing-name]

設定済みのすべてのテーブルマップ、または選

択したテーブルマップについて情報を表示しま

す。

show table-map [table-map-name |
cir-markdown-map | pir-markdown-map]

設定済みのすべてのタイプ qosのポリシーマッ
プ、または選択したタイプ qosのポリシーマッ
プについて情報を表示します。

show policy-map [type qos] [policy-map-name |
qos-dynamic]
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目的コマンド

設定済みのすべてのタイプキューイングのポリ

シーマップ、または選択したタイプキューイ

ングのポリシーマップについて、情報を表示し

ます。

show policy-map type queuing [policy-map-name
| qos-dynamic]

これらのコマンド出力のフィールドの詳細については、『Cisco Nexus 7000 Series NX-OS Quality of
Service Command Reference』を参照してください。

QoS ポリシーアクションの付加および消去
ソフトウェアのコンフィギュレーションコマンドを使用して QoS機能をイネーブルまたはディ
セーブルにすることはできません。QoS機能をイネーブルまたはディセーブルにするには、ここ
で説明する方法を使用して、インターフェイス、VLAN、またはトンネルに対して QoSポリシー
を付加または消去する必要があります。

（注） • feature tunnelコマンドを入力してトンネル機能を有効にし、トンネルを設定してから、
ポリシーを付加する必要があります。

•ファブリックエクステンダ（FEX）インターフェイスでは、タイプ qosポリシーのみを
設定できます。ただし、FEX外部インターフェイスに設定されているアクセスコント
ロールリスト（ACL）と一致するクラスを参照するタイプ qosポリシーは設定できませ
ん。

•タイプキューイングポリシーは現在、FEXインターフェイスでサポートされていませ
ん。

別のクラスマップを特に付加しない限り、システム定義のタイプキューイングクラスマップ（表

3：システム定義のタイプキューイングクラスマップ, （9ページ）を参照）が各インターフェ
イスに付加されます。

デバイスでは、タイプ qosとタイプキューイングのそれぞれのポリシーについて、QoSポリ
シーを 1方向（入力または出力）1つのインターフェイスにつき 1つに制限しています。

（注）

複数のインターフェイスで定義されているポリシーには次の制限があります。

•物理ポートに付加された QoSポリシーは、ポートがポートチャネルのメンバーとなってい
ない場合に有効になります。

•ポートチャネルに付加された QoSポリシーは、ポリシーがメンバーポートに付加されてい
る場合でも有効になります。
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• VLANに付加された QoSポリシーは、他のポリシーが特に適用されていないその VLAN内
のすべてのポートに適用されます。

•各レイヤ 2ポートおよびレイヤ 2ポートチャネルインターフェイスについて、入力と出力
の両方向で、1つの入力ポリシータイプキューイングがサポートされています。出力タイ
プの qosポリシーは、レイヤ 2ポートおよびレイヤ 2ポートチャネルインターフェイスでは
使用できません。

•各レイヤ 3およびレイヤ 3ポートチャネルインターフェイスについて、1つの入力 QoSポ
リシーと 1つの出力 QoSポリシーがサポートされています。

•各 VLANについて、1つの入力 QoSポリシーと 1つの出力 QoSポリシーがサポートされて
います。

•各レイヤ 2ポート、レイヤ 2ポートチャネル、レイヤ 3ポート、およびレイヤ 3ポートチャ
ネルインターフェイスについて、1つの入力キューイングポリシーと 1つの出力キューイン
グポリシーがサポートされています。

• VLAN、ポートチャネル、またはその両方が複数のフォワーディングエンジンに接続する
と、レートを強制するすべてのポリシーがフォワーディングエンジンごとに強制されます。

•たとえば、特定の VLANのレートを 100 Mbpsに制限するポリサーが VLAN上で設定されて
いて、あるモジュール上の VLAN内にスイッチポートを 1つ設定し、別のモジュール上の
VLANにスイッチポートをもう 1つ設定する場合は、各フォワーディングエンジンで 100
Mbpsのレートが強制されます。この場合、レートを 100 Mbpsに制限するように設定した
VLAN内で、実際には最大 200 Mbpsを使用できる可能性があります。

別のポリシーを設定して適用しない限り、デフォルトのキューイングポリシーはアクティブ

です。デフォルトのキューイングポリシーについては表 5：システム定義のキューイングポ
リシーマップ, （12ページ）を参照してください。

（注）

以下の表に、QoSポリシーが適用されるインターフェイスを示します。各行はインターフェイス
のレベルを表しています。項目の説明は次のとおりです。

•適用済み：付加されたポリシーが適用されているインターフェイス

•存在：ポリシーが付加されているものの適用されていないインターフェイス

•非存在：ポリシーが付加されていないインターフェイス

•存在または非存在：ポリシーが付加されているかどうかが不明で、適用されていないイン
ターフェイス

VLAN ポリシーポートチャネルポリシーポートポリシー

存在または非存在Not presentApplied

存在または非存在Applied存在または非存在
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VLAN ポリシーポートチャネルポリシーポートポリシー

AppliedNot presentNot present

ポリシーマップをインターフェイス、トンネル、またはVLANに付加するには、service-policyコ
マンドを使用します。ポリシーマップで定義したポリシーをインターフェイス上のパケットの入

力ストリームに適用するか出力ストリームに適用するかを指定できます。

インターフェイス、トンネル、またはVLANからポリシーマップを消去するには、service-policy
コマンドの no形式を使用します。

インターフェイスまたはトンネルへの QoS ポリシーアクションの付加

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

イーサネットまたはトンネルインターフェイスで

インターフェイスモードを開始します。

switch(config)# interface
{[ethernet slot/port-list] | [tunnel
number-list]}

ステップ 2   

• slot/port-listはスロットおよびポートのスペー
ス区切りリストです。

• number-listはトンネルのスペース区切りリス
トです。

ポリシーマップをインターフェイスの入力パケッ

トまたは出力パケットに追加します。インター

switch(config-if)# service-policy
[type qos] {input | output}
{policy-map-name} [no-stats]

ステップ 3   

フェイスに付加できるのは、1つの入力ポリシー
と 1つの出力ポリシーだけです。

インターフェイスコンフィギュレーションモード

を終了し、グローバルコンフィギュレーション

モードに入ります。

switch(config-if)# exitステップ 4   

（任意）

すべてのインターフェイスまたは指定したインター

フェイスに適用したポリシーマップについての情

switch(config)# show policy-map
[interface interface | vlan vlan_id]
[input | output] [type qos |
queuing] [class [type qos |
queuing] class-map-name]

ステップ 5   

報を表示します。デバイスが表示する内容を、入

力または出力ポリシー、qosまたはキューイング
ポリシー、および特定のクラスに制限できます。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュレー

ションに保存します。

switch(config)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

VLAN への QoS ポリシーアクションの付加

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

VLANコンフィギュレーションモードを開
始します。

switch(config)# vlan configuration
vlan-id-list

ステップ 2   

vlan-id-listはVLANのスペース区切りリスト
です。

ポリシーマップを VLANの入力パケットま
たは出力パケットに追加します。 VLANに

switch(config-vlan-config)#service-policy
[type qos] {input | output}
{policy-map-name} [no-stats]

ステップ 3   

付加できるのは、1つの入力ポリシーと 1つ
の出力ポリシーだけです。

VLANコンフィギュレーションモードを終
了し、グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

switch(config-if)# exitステップ 4   

（任意）

すべてのインターフェイスまたは指定したイ

ンターフェイスに適用したポリシーマップ

switch(config)# show policy-map
[interface interface | vlan vlan_id] [input
| output] [type qos | queuing] [class [type
qos | queuing] class-map-name]

ステップ 5   

についての情報を表示します。デバイスが

表示する内容を、入力または出力ポリシー、

qosまたはキューイングポリシー、および特
定のクラスに制限できます。

（任意）

実行中の設定をスタートアップコンフィギュ

レーションに保存します。

switch(config)# copy running-config
startup-config

ステップ 6   

Cisco Nexus 7000 シリーズ NX-OS Quality of Service コンフィギュレーションガイド
23

モジュラ QoS コマンドラインインターフェイス（MQC）の使用
VLAN への QoS ポリシーアクションの付加



Session Manager による QoS サポート
Cisco NX-OS Release 4.2から、Session Mangerは QoSの設定をサポートします。この機能によっ
て、QoSの設定を確認し、設定を実行コンフィギュレーションにコミットする前に、その設定が
必要とするリソースが利用可能かどうかを確認できます。 Session Managerについては、『Cisco
Nexus 7000 Series NX-OS SystemManagement Configuration Guide, Release 6.x』を参照してください。

コンフィギュレーションセッションを開始すると、コンフィギュレーションセッションが中断さ

れるかコミットされるまで、configure terminalコンフィギュレーションモードを使用してコンフィ
ギュレーションコマンドを開始できません。並行設定（一方でコンフィギュレーションセッショ

ンを使用し、もう一方で configuration terminalコンフィギュレーションモードを使用）を開始す
ると、コンフィギュレーションセッションモードで確認エラーが発生する可能性があります。

モジュラ QoS コマンドラインインターフェイスの使用の
機能履歴

以下の表に、このマニュアルで取り上げる新機能および変更された機能を要約し、各機能がサポー

トされているリリースを示します。ご使用のソフトウェアリリースで、本書で説明されるすべて

の機能がサポートされているとは限りません。最新の警告および機能情報については、https://
tools.cisco.com/bugsearch/のBug Search Toolおよびご使用のソフトウェアリリースのリリースノー
トを参照してください。

表 6：モジュラ QoS コマンドラインインターフェイスの機能履歴

機能情報リリース機能名

—5.1(1)リリース4.2(1)から変更な
し

QoSの設定を確認し、設定を実行コン
フィギュレーションにコミットする前

に、その設定が必要とするリソースが利

用可能かどうかを確認できる。

4.2(1)SessionManagerのサポート
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